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項目 要約 

1．研究の概要 通常は線量計を持ち歩かない一般小児の総被ばく量を判断する手法

として、乳歯を用いた電子スピン共鳴（ESR）法による評価法を開発し

ている。 

 この評価法確立のための予備的な作業として、今回、乳歯中の炭酸

ラジカルと線量との関係を調べて検量線を作成し、電子スピン共鳴

（ESR）法による被ばく量の検出可能な最低線量を推定することを目標

とし、「ヒト乳歯試料の調整」と「放射線照射および電子スピン共鳴法

による測定」の研究項目について研究した。 

２．総合所見 原子力災害における放射線影響を判断するためには線量の的確な評

価が不可欠である。研究者グループは既に福島県在住の乳幼児や成人

から乳歯、永久歯アーカイブを構築中であるが、そのアーカイブを活

用して ESRを用いて歯中に含まれる炭酸ラジカルを測定し、線量評価

法を確立することを試みてきた。 

 そのための十分な品質のデータを取得するためには ESR計測用の試

料準備が要件となるが、そのための信頼性の高い処理法、処理時間等

に関する問題点や改善点などを明らかにし、今後の研究推進に有用な

知見を整理することに成功した。 

今後、得られた問題点を整理して貴重な歯のアーカイブを活用される

ことが期待される。 

 


